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令和２（2020）年度 大阪大学大学院言語文化研究科 

言語社会専攻／日本語・日本文化専攻博士前期課程学生募集要項 

 

 

 

Ⅰ アドミッション・ポリシー  

 １ 言語社会専攻アドミッション・ポリシー  

   大阪大学及び言語文化研究科のアドミッション・ポリシーのもとに、学位プログラム「言

語社会」は、教育目標に定める人材育成の方針に沿って、多様な学生を募るための適切な選

抜方式（原則として筆記試験及び口述試験による）を採用しています。学位プログラム「言

語社会」は、教育目標に定める人材育成の方針に沿って、各コースで次のような人材を求め

ています。  

   地域文化研究コース（アジア・アフリカ言語文化コースおよびヨーロッパ・アメリカ言語

文化コース）では、特定地域の言語（中国語、朝鮮語、モンゴル語、インドネシア語、フィ

リピン語、タイ語、ベトナム語、ビルマ語、ヒンディー語、ウルドゥー語、アラビア語、ペ

ルシア語、トルコ語、スワヒリ語、ロシア語、ハンガリー語、ドイツ語、デンマーク語、ス

ウェーデン語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語）の専門的知識

を身につけ、その言語あるいは言語圏の文化と社会に関する先端的研究、具体的には個別言

語を対象にした言語学（語史や音韻、形態、統語、語用等の分析など）、各言語圏の文学（小

説・演劇・詩等の文化表象の分析など）、各言語圏の歴史、社会、政治経済（社会の動態と構

造の分析など）を扱う学問の先端的研究を実践する研究者をめざす学生を求めています。ま

た同時に、世界の諸地域の言語や文化に関する高度の教養を身につけ、国際舞台で活躍しう

るグローバル人材となることをめざす学生を求めています。  

   高度専門職業人コース（英語教員リカレント・コースおよび中国語教員リカレント・コー

ス）では、中等教育の現場における英語および中国語の教育に役立てるため、それぞれの言

語の高度な専門的知識とその言語圏の文化と社会に関する高度な教養を身につけようと望む

現役教員を学生として求めています。  

   博士前期課程に入学するためには、上記の特定地域の言語とその言語圏の文化と社会につ

いて、本学外国語学部の卒業生と同等の学力を有していることが必要です。そして、上記の

ような学生を募るため、夏季と冬季の年 2 回に分けて、次のような選抜試験を行います。  

◎ 研究活動に資する言語運用能力の高さを確かめるための「言語」の試験（社会人・外

国人留学生を除く）  

◎ 研究活動の基盤となる専門知識を確かめるための「専門科目」の試験（高度専門職業

人コースを除く）  

◎ 専門分野の知識や研究計画等を確かめるための口述試験  

 

２ 日本語・日本文化専攻アドミッション・ポリシー  

   大阪大学及び言語文化研究科のアドミッション・ポリシーのもとに、学位プログラム「日

本語・日本文化」は、教育目標に定める人材育成の方針に沿って、多様な学生を募るための

適切な選抜方式（原則として筆記試験及び口述試験による）を採用しています。  

学位プログラム「日本語・日本文化」では、日本語・日本文化分野の教育研究に強い関心

を持つとともに、日本語・日本文化を世界の諸言語・文化の中で相対的に捉え、理解しよう

とする比較対照的視座をもった思考力に優れた学生を広く世界に求めます。将来、国内外の

高等教育機関で当該分野における教育者や研究者を目指す方、海外協力機関や国際機関で日

本語・日本文化の発信のために必要な企画・立案・交渉・運営等を行う専門職業人を目指す

方、また日系企業等を活動の場として、日本と世界の国々との懸け橋となることを目指す

方々の入学を期待しています。  
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博士前期課程の入学試験は、一般、社会人、外国人留学生の三つのカテゴリーでおこなっ

ており、国内外から多様な人材を集めるために入学時期と試験方法の異なる二つのコース

（日本語・日本文化実践コース及び日本語・日本文化専修コース）を設置しています。選抜

試験の詳細は以下の表のとおりです。  

 

日本語・日本文化実践コース（一般、社会人、外国人留学生） ４月入学 

一般 
提出書類（研究計画、小論文を含む）、筆記試験（専門科目及び言語） 

口述試験 

社会人 提出書類（研究計画、小論文を含む）、筆記試験（専門科目）、口述試験 

外国人留学生 提出書類（研究計画、小論文を含む）、筆記試験（専門科目）、口述試験 

 

日本語・日本文化専修コース（外国人留学生のみ） ４月および 10 月入学 

提出書類（研究計画、小論文を含む）、E メール等によるインタビューまたは口述試験 

 

なお、専修コースでは、海外から直接受験する方には口述試験の代わりに E メール等によ

るインタビューを実施します。  

いずれのコースも、夏と冬の２回、入学試験を行い、ディプロマ・ポリシーに掲げる目標

を達成できるための以下に挙げる項目について、入学前に習得しているべき能力を判定しま

す。  

・ 「日本語学・言語学」、「日本語教育学」、「日本文化学」の三つの系域のいずれかにつ  

いて専門的な基礎知識を有する。  

・ 「日本語学・言語学」、「日本語教育学」、「日本文化学」の三つの系域のいずれかの分

野で研究を行うための方法論的知識を有する。  

・  特定の研究テーマについてデータや文献などの資料を収集・分析することができる。  

 

※ 詳しくは、ホームページ上のアドミッション・ポリシーをご覧ください。  

URL http://www1.lang.osaka-u.ac.jp/ls/admission/a_policy.html 

     http://www1.lang.osaka-u.ac.jp/jc/admission/a_policy.html 

 

 

Ⅱ 募 集 人 員 

言語社会専攻 
夏季試験における募集人員 18名程度 

合計25名 
冬季試験における募集人員 ７名程度 

日本語・日本文化専攻 
夏季試験における募集人員 ７名程度 

合計10名 
冬季試験における募集人員 ３名程度 

＊【社会人】及び【外国人留学生】については、この募集要項に基づいて学力検査の一部（言語の試験）

を免除した上で入学試験を実施します（特別選抜は行いません。）ので注意してください。 
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Ⅲ 専攻及びコース 

専 攻 
コ      ー      ス 

 専  攻  言  語 

言語社会専攻 

 

 

アジア・アフリカ言語

文化コース 

中国語、朝鮮語、モンゴル語、インドネシア語、

フィリピン語、タイ語、ベトナム語、ビルマ語、

ヒンディー語、ウルドゥー語、アラビア語、ペル

シア語、トルコ語、スワヒリ語 

ヨーロッパ・アメリカ

言語文化コース 

ロシア語、ハンガリー語、ドイツ語、デンマーク

語、スウェーデン語、英語、フランス語、イタリ

ア語、スペイン語、ポルトガル語 

中国語教員リカレント・コース（夏季試験のみ募集）＊１ 

英語教員リカレント・コース＊１ 

日本語・日本

文化専攻 

日本語・日本文化実践コース 

日本語・日本文化専修コース＊２ 

＊１ 【中国語教員リカレント・コース】及び【英語教員リカレント・コース】については、

この募集要項に基づいて学力検査の一部を免除した上で入学試験を実施します（特別選抜

は行いません。）ので注意してください。 

＊２ 【日本語・日本文化専修コース】については、入学者選抜方法が異なりますので、別途

お問い合わせください。 

 

Ⅳ 出願資格（【一般】、【社会人】、【外国人留学生】、【中国語教員リカレント・コース】

及び【英語教員リカレント・コース】別に、各該当項目事項を参照してください。） 

１ 【一般】次の各号のいずれかに該当する者 

(1) 日本の大学又は専門職大学を卒業した者及び令和２（2020）年３月31日までに卒業見込

みの者 

(2) 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者及び令和２

（2020）年３月31日までに授与される見込みの者 

(3) 外国において、学校教育における16年の課程を修了した者及び令和２（2020）年３月31

日までに修了見込みの者 

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本において履修することにより当該

外国の学校教育における16年の課程を修了した者及び令和２（2020）年３月31日までに修

了見込みの者 

(5) 日本において、外国の大学（専門職大学に相当する外国の大学を含む。以下同じ。）の

課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を修了したとされるものに限

る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であ

って、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び令和２（2020）年３

月31日までに修了見込みの者 

  (6) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外      

   国の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものと       

   して文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が３年以上である課       

   程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本において履修        

   することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けら       

   れた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）に         

   より、学士の学位に相当する学位を授与された者及び令和２（2020）年３月31日までに授

与される見込みの者 

 (7) 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基

準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日

以後に修了した者及び令和２（2020）年３月31日までに修了見込みの者 

(8) 文部科学大臣の指定した者（昭和28年２月７日文部省告示第５号参照） 

(9) 学校教育法第102条第２項の規定により大学院に入学した者であって、本研究科におい
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て、教育を受けるにふさわしい学力があると認められた者 

(10) 本研究科において、個別の入学資格審査により、大学又は専門職大学を卒業した者と

同等以上の学力があると認められた者で、令和２（2020）年３月31日までに22歳に達する

者 

※ (9)又は(10)に掲げる出願資格により出願しようとする者は、あらかじめ出願資格の認定

を受ける必要がありますので、「Ⅴ 出願資格事前審査」を参照してください。 

 

２ 【社会人】(1)の①又は②に該当し、かつ、(2)の①から⑨までのいずれかに該当する者 

(1) 職歴等 

① 有職者（就職内定者を含む。）である者 

② 令和２（2020）年３月31日において25歳以上の者 

(2) 学歴等 

① 日本の大学又は専門職大学を卒業した者 

② 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者 

③ 外国において、学校教育における16年の課程を修了した者 

④ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本において履修することにより当

該外国の学校教育における16年の課程を修了した者 

⑤ 日本において、外国の大学（専門職大学に相当する外国の大学を含む。以下同じ。）

の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を修了したとされるもの

に限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施

設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

   ⑥   外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該       

    外国の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるも      

    のとして文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が３年以上で      

    ある課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本にお      

    いて履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において      

    位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了すること      

    を含む。）により、学士の学位に相当する学位を授与された者 

   ⑦ 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める       

    基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定め      

    る日以後に修了した者 

   ⑧ 文部科学大臣の指定した者（昭和28年２月７日文部省告示第５号参照） 

   ⑨  本研究科において、個別の入学資格審査により、大学又は専門職大学を卒業した者と

同等以上の学力があると認められた者で、令和２（2020）年３月31日までに22歳に達す

る者 

  ※  ⑨に掲げる出願資格により出願しようとする者は、あらかじめ出願資格の認定を受ける

必要がありますので、「Ⅴ 出願資格事前審査」を参照してください。 

 

３ 【外国人留学生】在留資格「留学」を有し（入学時に在留資格を「留学」に変更する者

を含む。）、次の各号のいずれかに該当する者 

(1) 日本の大学又は専門職大学を卒業した者及び令和２（2020）年３月31日までに卒業見込

みの者 

(2) 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者及び令和２

（2020）年３月31日までに授与される見込みの者   

(3) 外国において、学校教育における16年の課程を修了した者及び令和２（2020）年３月31

日までに修了見込みの者 

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本において履修することにより当該

外国の学校教育における16年の課程を修了した者及び令和２（2020）年３月31日までに修

了見込みの者 
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  (5) 日本において、外国の大学（専門職大学に相当する外国の大学を含む。以下同じ。）の

課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を修了したとされるものに限

る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であ

って、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び令和２（2020）年３

月31日までに修了見込みの者  

(6) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外

国の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるもの

として文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が３年以上である

課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本において履

修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付

けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）

により、学士の学位に相当する学位を授与された者及び令和２（2020）年３月31日までに

授与される見込みの者   

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基

準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日

以後に修了した者及び令和２（2020）年３月31日までに修了見込みの者  

(8) 文部科学大臣の指定した者（昭和28年２月７日文部省告示第５号参照）  

(9) 学校教育法第102条第２項の規定により大学院に入学した者であって、本研究科において、

教育を受けるにふさわしい学力があると認められた者 

(10) 本研究科において、個別の入学資格審査により、大学又は専門職大学を卒業した者と同

等以上の学力があると認められた者で、令和２（2020）年３月31日までに22歳に達する者 

※ (9)又は(10)に掲げる出願資格により出願しようとする者は、あらかじめ出願資格の認定

を受ける必要がありますので、「Ⅴ 出願資格事前審査」を参照してください。 

 

４ 【中国語教員リカレント・コース】(1)の①から④までのいずれかに該当し、かつ、(2)の

①から③までのいずれにも該当する者 

(1) 学歴等 

① 日本の大学又は専門職大学を卒業した者 

② 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者 

③ 文部科学大臣の指定した者（昭和28年２月７日文部省告示第５号参照） 

④ 本研究科において、個別の入学資格審査により、大学又は専門職大学を卒業した者と

同等以上の学力があると認められた者で、令和２（2020）年３月31日までに22歳に達す

る者 

※ ④に掲げる出願資格により出願しようとする者は、あらかじめ出願資格の認定を受ける必要が

ありますので、「Ⅴ 出願資格事前審査」を参照してください。 

 

(2) 教育職員免許状及び職歴等 

① 本研究科への出願時に、中国語に関する、中学校教諭一種免許状若しくは高等学校教

諭一種免許状又は臨時免許状を有している者で、かつ、学校教育法第１条に規定する学

校又は中等教育段階に相当する各種学校（以下「学校等」という。）の教員（臨時教員

を含む。）の職にある者 

② 学校等において３年以上の中国語教育経験（臨時教員を含む。）を有する者及び令和

２（2020）年３月31日までにその見込みのある者 

③ 原則として、本研究科在学中に教育実践ができる場を持っている者 

 

５ 【英語教員リカレント・コース】(1)の①から④までのいずれかに該当し、かつ、(2)の①

から③までのいずれにも該当する者 

(1) 学歴等 

① 日本の大学又は専門職大学を卒業した者 
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② 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者 

③ 文部科学大臣の指定した者（昭和28年２月７日文部省告示第５号参照） 

④ 本研究科において、個別の入学資格審査により、大学又は専門職大学を卒業した者と

同等以上の学力があると認められた者で、令和２（2020）年３月31日までに22歳に達す

る者 

※ ④に掲げる出願資格により出願しようとする者は、あらかじめ出願資格の認定を受け

る必要がありますので、「Ⅴ 出願資格事前審査」を参照してください。 

(2) 教育職員免許状及び職歴等 

① 本研究科への出願時に、中学校教諭一種免許状(英語)又は高等学校教諭一種免許状

(英語)を有している者で、かつ、学校教育法第１条に規定する中学校又は高等学校（以

下「中学校等」という。）の英語の教員（臨時教員を含む。）の職にある者 

②  中学校等において３年以上の英語教育経験（臨時教員を含む。）を有する者及び令和

２（2020）年３月31日までにその見込みのある者 

③ 原則として、本研究科在学中に教育実践ができる場を持っている者 

 

Ⅴ 出願資格事前審査 

 Ⅳ（出願資格）の１【一般】の(9)又は(10)、２【社会人】の(2)の⑨、３【外国人留学生】

の(9)又は(10)、４【中国語教員リカレント・コース】の(1)の④、又は５【英語教員リカレン

ト・コース】の(1)の④に掲げる出願資格により出願しようとする者については、出願前に個別

の出願資格事前審査を行いますので、下記のとおり事前審査に必要な書類を提出してください。 

 

[事前審査提出書類] 

(1) 入学試験出願資格認定申請書（所定用紙） 

(2) 研究業績調書（所定用紙） 

(3) 論文（(2)の研究業績調書のうちから主要論文１点を３部提出。なお、日本語又は英語以

外の論文の場合は、日本語訳文（出願者作成可）を３部添付してください。） 

(4) 最終学校の卒業証明書＊又は修了証明書＊ 

(5) 最終学校の成績証明書＊ 

＊ 写しでも可（ただし、出願資格認定後の出願に際しては、原本を提出してください。）。

日本語又は英語以外の証明書の場合は、日本語訳文（出願者作成可）を添付してくださ

い。 

 

出願資格事前審査書類提出期限 夏季試験：令和元（2019）年５月31日（金） 

                  冬季試験：令和元（2019）年10月18日（金） 

   ※封筒の表に「出願資格事前審査」と朱書きしてください。 
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Ⅵ 出願手続等 

１ 出願書類等 

(1) 言語社会専攻 

出願書類等 

必要書類 

摘          要 
一 

 

般 

社 

会 

人 

外国

人留

学生 

中 国

語 教

員 ﾘｶﾚ

ﾝﾄ･ｺｰ

ｽ 

英 語

教 員 ﾘ

ｶﾚﾝﾄ･

ｺｰｽ 

入学願書・写真票 

（所定の用紙） 
● ● ● ● ● 

 

・写真は、上半身正面向無帽で、出願前３か月以内 

に撮影したものを貼付してください。 

（写真の大きさ縦４ｃｍ×横 3.5ｃｍ ２枚） 

 

成績証明書 

及び 

卒業(見込)証明書 

● ● ● ● ● 

 

・出身大学の学長又は学部長が作成し、厳封したも

の 

・偽造防止用紙による証明書の場合は、特に厳封を

要しません。 

・日本語又は英語以外の証明書の場合は、日本語訳

文（出願者作成可）を添付してください。 

・婚姻等により証明書に記載された氏名と現在の氏

名が相違している場合は、改名したことを証明す

る公的書類を添付してください。 

 

修学歴調書 

（所定の用紙） 

※該当する者のみ 

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ 
・外国での修学歴のある者は、必ず提出してくださ

い。 

入学試験論文 ●     

 

・Ⅵの４の「入学試験論文について」により作成して

ください。 

・Ａ４判用紙を使用し、所定の表紙及び裏表紙を付

して綴じてください。なお、表紙には論文題目・志

望コース・専攻言語・氏名を記入してください。ま

た、使用言語を明示してください。 

・ページ番号を右下に付してください。 

 

課題論文 

  
 ●    

 

・志望する専攻に関する「語学」･「文学」･「文化」･

「社会」の分野から、一つのテーマを選んで日本

語で論述してください。 

・論文は、Ａ４判用紙を使用し、8,000 字程度にまと

め、所定の表紙及び裏表紙を付して綴じてくださ

い。ただし、ヨーロッパ・アメリカ言語文化コース

の志望者で英語を専攻言語にする者は、必ず英文

でＡ４判用紙（12 ポイント・25 行で）６枚程度に

まとめてください。 

・ページ番号を右下に付してください。 
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出願書類等 

必要書類 

摘          要 
一 

 

般 

社 

会 

人 

外国

人留

学生 

中 国

語 教

員 ﾘｶﾚ

ﾝﾄ･ｺｰ

ｽ 

英 語

教 員 ﾘ

ｶﾚﾝﾄ･

ｺｰｽ 

課題論文   ●   

・志望する専攻に関する「語学」･「文学」･「文化」･

「社会」の分野から、一つのテーマを選んで日本

語又は志望する専攻言語で論述してください。 

・論文は、Ａ４判用紙を使用し、日本語で作成する場

合は 8,000 字程度、志望する専攻言語で作成する

場合はダブルスペースで７枚程度にまとめ、所定

の表紙及び裏表紙を付して綴じてください。ただ

し、ヨーロッパ・アメリカ言語文化コースの志望

者で英語を専攻言語にする者は、必ず英文でＡ４

判用紙（12 ポイント・25 行で）６枚程度にまとめ

てください。 

・ページ番号を右下に付してください。 

志望理由書    ● ● 

・各リカレント・コースで希望する専攻分野（｢言

語」･「文学」･「文化」･「社会」のいずれか１つ）

を選択し、本研究科での専攻分野研究を志望する

理由を、【中国語教員リカレント・コース】志望者

は中国語で、【英語教員リカレント・コース】志望

者は英語で、Ａ４判用紙６枚程度にまとめ、所定

の表紙及び裏表紙を付して綴じてください。 

・ページ番号を右下に付してください。 

志望理由・研究計画書 

（所定の用紙） 
 ● ●   

・日本語又は専攻言語で作成してください｡ 

・志望理由及び入学後の研究計画を記入してくださ

い。 

研究計画書 

（所定の用紙） 
   ● ● ・入学後の研究計画を記入してください。 

職歴等調書 

（所定の用紙） 
 ●  ● ● 

・過去及び現在においてたずさわっている職務内

容、研究経歴又は卒業論文等の概要等について記

入してください。 

有職証明書 

※該当する者のみ 
 ▲    

・年齢 25 歳（令和２（2020）年３月 31 日現在）未

満の者で、官公庁・会社等に在職している者は在

職の事実を証明する書類を、また、就職が内定し

ている者は内定通知等の書類を提出してくださ

い。（写しでも可） 

在職証明書    ● ● 

・中国語教員リカレント・コース 

勤務先学校長が作成したもの（様式は任意）で、

現在Ⅳ（出願資格）の４の(2)の①に定める学校等

の中国語の教員の職にあること、及び学校等にお

ける３年以上の中国語教育経験を確認することが

できるもの 

・英語教員リカレント・コース 

勤務先学校長が作成したもの（様式は任意）で、

現在Ⅳ（出願資格）の５の(2)の①に定める中学校

等の英語の教員の職にあること、及び中学校等に

おける３年以上の英語教育経験を確認することが

できるもの 
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出願書類等 

 

必要書類 
 

摘          要 

 

一 

 

般 

社 

会 

人 

外国

人留

学生 

中 国

語 教

員 ﾘｶﾚ

ﾝﾄ･ｺｰ

ｽ 

英 語

教 員 ﾘ

ｶﾚﾝﾄ･

ｺｰｽ 

検 定 料 

（３０、０００円） 
● ● ● ● ● 

・出願書類に添付している検定料振込依頼書によ

り、銀行窓口で振り込んでください。（ＡＴＭ、イ

ンターネット等は利用できません｡）※ゆうちょ銀

行（郵便局）からは振り込みできません。 

なお、振込手数料は、志願者の負担とします。 

・検定料納入証明書は、必ず願書の指定された場所

にはがれないように貼付して提出してください。 

（注）国費外国人留学生として入学する者について

は、検定料は不要です。ただし、国費外国人留

学生であることを証明できる書類を提出してく

ださい。 

 

受 験 票 

（所定の郵便はがき） 
● ● ● ● ● 

・はがきの表面に、住所・氏名・郵便番号を明記し、

62 円分（※）の切手を貼付してください。なお、

裏面は受験票になっているので、太枠内に志望コ

ース・氏名を忘れずに記入してください。 

     ※【重要】2019 年 10 月からの消費税率引上げ（予定）に伴い、郵便料金が改定される場合は、必ず

自身で改定後の規定料金を確認のうえ、必要分の切手を貼付してください。 

  （注）１ 出願書類は返却しません。 

     ２ 納入された検定料は返付しません。ただし、本研究科が出願書類の不備等の理由により出

願書類を受理しなかった場合又は誤って納入した場合は、本人の請求に基づいて返付します。 

 

(2) 日本語・日本文化専攻 

出願書類等 

必要書類 

摘          要 
一 

 

般 

社 

会 

人 

外国

人留

学生 

入学願書・写真票 

（所定の用紙） 
● ● ● 

・写真は、上半身正面向無帽で、出願前３か月以内に撮影し                           

たものを貼付してください。 

（写真の大きさ縦４ｃｍ×横 3.5ｃｍ ２枚） 

成績証明書 

及び 

卒業(見込)証明書 

● ● ● 

・出身大学の学長又は学部長が作成し、厳封したもの 

・偽造防止用紙による証明書の場合は、特に厳封を要しませ

ん。 

・日本語又は英語以外の証明書の場合は、日本語訳文（出願

者作成可）を添付してください。 

・婚姻等により証明書に記載された氏名と現在の氏名が相違

している場合は、改名したことを証明する公的書類を添付

してください。 

 

修学歴調書 

（所定の用紙） 

※該当する者のみ 

 

▲ ▲ ▲ 

 

 

・外国での修学歴のある者は、必ず提出してください。 
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出願書類等 

必要書類 

摘          要 
一 

 

般 

社 

会 

人 

外国

人留

学生 

 

入学試験論文 
● ● ● 

・Ⅵの４の「入学試験論文について」により作成してくださ

い。 

・Ａ４判用紙を使用し、所定の表紙及び裏表紙を付して綴じ

てください。なお、表紙には論文題目・氏名を記入し、該当

する出願区分を○で囲んでください。 

・ページ番号を右下に付してください。 

職歴等調書 

（所定の用紙） 
 ●  

・過去及び現在においてたずさわっている職務内容、研究経

歴又は卒業論文等の概要等について記入してください。 

有職証明書 

※該当する者のみ 
 ▲  

・年齢 25 歳（令和２（2020）年３月 31 日現在）未満の者で、

官公庁・会社等に在職している者は在職の事実を証明する書

類を、また、就職が内定している者は内定通知等の書類を提

出してください。（写しでも可） 

検 定 料 

（３０、０００ 円） 
● ● ● 

・出願書類に添付している検定料振込依頼書により、銀行窓

口で振り込んでください。（ＡＴＭ、インターネット等は利

用できません｡）※ゆうちょ銀行（郵便局）からは振り込み

できません。 

なお、振込手数料は、志願者の負担とします。 

・検定料納入証明書は、必ず願書の指定された場所にはがれ

ないように貼付して提出してください。 

（注）国費外国人留学生として入学する者については、検定

料は不要です。ただし、国費外国人留学生であることを

証明できる書類を提出してください。 

受 験 票 

（所定の郵便はがき） 
● ● ● 

・はがきの表面に、住所・氏名・郵便番号を明記し、62 円分

（※）の切手を貼付してください。なお、裏面は受験票にな

っているので、太枠内に志望コース・氏名を忘れずに記入し

てください。 

   ※【重要】2019 年 10 月からの消費税率引上げ（予定）に伴い、郵便料金が改定される場合は、必ず

自身で改定後の規定料金を確認のうえ、必要分の切手を貼付してください。  

（注）１  出願書類は返却しません。 

     ２ 納入された検定料は返付しません。ただし、本研究科が出願書類の不備等の理由により出

願書類を受理しなかった場合又は誤って納入した場合は、本人の請求に基づいて返付します。 

 

２ 出願期間 

(1) 夏季試験 令和元（2019）年６月10日(月)から６月21日(金) 

(2) 冬季試験 令和元（2019）年11月25日(月)から12月６日(金)  

 

３ 出願方法（以下のいずれかの方法で出願してください。） 

 (1) 【持参による場合】 

   ・提出場所：箕面事務室学生支援係 

   ・出願書類受付時間：９時30分～11時00分、12時30分～17時15分（時間厳守のこと）  

(2）【郵送による場合】 

・箕面事務室学生支援係に必ず出願期間内に到着するように書留により提出してくだ 

さい。（最終日は17時まで（必着）） 

・ただし、期限後に到着したもので、夏季試験にあっては令和元（2019）年６月19日（水）
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以前、冬季試験にあっては令和元（2019）年12月４日(水)以前の日本国内発信局消印

のあるものについては受け取ります。 

４ 入学試験論文について 

(1) 言語社会専攻【一般】 

 別表「入学試験論文一覧表」の①「言語社会専攻」の各専攻言語及び次の（注）の指示

により作成してください。 

（注）１ 論文の使用言語を明記してください。特に指定のない限り日本語とします。 

   ２ パソコン（日本語ワープロソフト）を使用して作成する場合は、Ａ４判・縦長・横書

きとし、１行40字・1ページ30行で作成してください。 

 

(2) 日本語・日本文化専攻【一般・社会人・外国人留学生】 

 別表「入学試験論文一覧表」の②「日本語・日本文化専攻」の日本語・日本文化実践コ

ース及び次の（注）の指示により作成してください。 

（注）パソコン（日本語ワープロソフト）を使用して作成する場合は、Ａ４判・縦長・横書きとし、

１行40字・１ページ30行で作成してください。 

 

 

別表「入学試験論文一覧表」 

① 言語社会専攻 

コ  ー  ス 
論 文 の 内 容 字 数 摘  要 

 専攻言語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア ジ ア ・ 

ア フ リ カ

言 語 文 化

コース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中 国 語 

入学後の研究計画を、研究テーマ・

目的・意義・方法論等に留意して、

詳細に論述しなさい。 

 

6,000～ 

8,000字 

 

 

朝 鮮 語 

入学後の研究テーマについて、その

学問的意義を明確にしながら論述

しなさい。 

 

8,000字程度 
 

 

モ ン ゴ ル 語 

モンゴルの言語・文学・文化のうち、

最も関心のあるテーマについて論

述しなさい。 

8,000字程度 

モンゴル語で作成の

場 合 は 、 日 本 語 で

1,000字程度の要約を

添付すること。 

インドネシア語 

入学後の研究計画を、研究テーマ・

目的・意義・方法論等に留意して、

詳細に論述しなさい。 

 

4,000字程度  

フ ィ リ ピ ン 語 

入学後の研究テーマについて論述

しなさい。 

 

4,000字程度  

タ イ 語 

あなたの従来の研究テーマと入学

後の研究テーマについて論述しな

さい。 

 

8,000字程度 
 

 

ベ ト ナ ム 語 
入学後の研究テーマについて論述

しなさい。 
4,000字程度  

ビ ル マ 語 

入学後の研究テーマについて、その

学問的意義を明確にしながら論述

しなさい。 

8,000字程度 
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ア ジ ア ・ 

ア フ リ カ

言 語 文 化

コース 

ヒ ン デ ィ ー 語 

ヒンディー語ないし文学、南アジア

文化の分野で最も関心のあるテー

マについて述べなさい。 

 

6,000～ 

12,000字 
 

ウ ル ド ゥ ー 語 

ウルドゥー語学・文学あるいはウル

ドゥー語圏の文化の分野で、最も関

心のあるテーマを選んで論述しな

さい。 

6,000～ 

12,000字 

1,000語程度のウルド

ゥー語要約を添付す

ること。 

ア ラ ビ ア 語 

アラブの言語・文学・文化の分野で

最も関心のあるテーマを選んで論

述しなさい。 

8,000字程度  

ペ ル シ ア 語 

イランの言語・文学・文化のうち、

最も関心のあるテーマについて論

述し、入学後の研究計画についても

述べなさい。 

8,000字程度 
 

 

ト ル コ 語 

トルコの言語・文学・文化のうち、

最も関心のあるテーマを選んで論

述しなさい。 

6,000字程度 
 

 

ス ワ ヒ リ 語 

入学後の研究計画について、研究の

テーマ、目的、意義、方法論に留意

して記述しなさい。 

4,000字程度 
 

 

 

ヨ ー ロ ッ

パ・アメリ

カ 言 語 文

化コース 

 

ロ シ ア 語 

ロシアとその周辺諸地域に関連し

て最も関心のあるテーマを選び論

述しなさい。 

8,000字程度 卒論の要約でも可 

ハ ン ガ リ ー 語 

ハンガリーの言語・文学・文化の分

野で、最も関心のあるテーマを選ん

で論述しなさい。 

8,000字程度 卒論の要約でも可 

ド イ ツ 語 

ドイツ語圏の言語・文学・文化など

の分野で、入学後の研究テーマにつ

いて論述しなさい。なお、その目的・

意義・方法論などに留意して記述す

ること。 

8,000字程度 

卒論の要約に研究計

画を付記したもので

も可。500語程度のド

イツ語による要約を

添付すること。 

 

デ ン マ ー ク 語 
入学後の研究テーマについて論述

しなさい。 
6,000字程度 

本研究科の「言語」試

験を｢デンマーク語」

で受験しない志願者

は、論文に1,000語程

度のデンマーク語の

要約を添付すること。 

スウェーデン語 
入学後の研究テーマについて論述

しなさい。 
6,000字程度 

本研究科の ｢言語 ｣試

験 を ｢ス ウ ェ ー デ ン

語」で受験しない志願

者は、論文に1,000語

程度のスウェーデン

語の要約を添付する

こと。 
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ヨ ー ロ ッ

パ・アメリ

カ 言 語 文

化コース 

英 語 
あなたの研究テーマについて英語

もしくは日本語で論述しなさい。 

英 語 の 場 合 5

枚程度、日本

語 の 場 合

4,000 字 ～

6,000字程度 

英語で作成する場合

はＡ４判用紙を使用

し、12ポイント・25行

で作成すること。 

フ ラ ン ス 語 

フランスの言語・文学・文化のうち、

最も関心のあるテーマについて論

述しなさい。 

6,000～ 

8,000字 

 

 

イ タ リ ア 語 

イタリア語学・文学・文化の分野で

最も関心のあるテーマについて論

述しなさい。 

 

8,000字以内 

 

 

 

ス ペ イ ン 語 
入学後の研究テーマについて論述 

しなさい。 
8,000字以内  

ポ ル ト ガ ル 語 

入学後の研究計画について、研究の

テーマ、目的、意義、方法論に留意

して論述しなさい。 

8,000字程度 
 

 

 

 

 

 

 

 

② 日本語・日本文化専攻 

コ  ー  ス 論 文 の 内 容 字 数 摘  要 

日本語・日本文化実践コース 

「日本語学・言語学」「日本語教

育学」「日本文化学」のいずれか

の分野に関する研究論文（10,000

字程度）。ただし、研究論文の末

尾には、入学後の研究計画（1,000

字程度）を含むこと。 

10,000 字 程

度 

使用言語は日本語と

する。 

※英語による要約を

添付すること。 
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Ⅶ 入学者選抜方法 

 入学者の選抜は、学力検査の成績、口述試験、入学試験論文及び成績証明書等の審査の結果

を総合して行います。 

(1) 学力検査等の日程 

・下記の要領により、専門科目及び言語の試験並びに口述試験を行います。 

・【社会人】及び【外国人留学生】については、言語の試験を課さないものとします。 

・【中国語教員リカレント・コース】については、専門科目及び言語の試験を免除し、口

述試験のみを課します。 

・【英語教員リカレント・コース】については、言語の試験及び口述試験を課します。 

 

① 夏季試験 令和元（2019）年８月４日(日) 

【一般・社会人・外国人留学生・中国語教員リカレント・コース及び英語教員リカレン

ト・コース】 

試験科目 

（配 点） 
試 験 時 間 摘     要 

専門科目 

（２００点） 

【一般・社会人・

外国人留学生】 

１０：００～１２：００ 
各自の専攻分野に応じた地域及び

言語に関する問題を課します。 

言  語 

（１００点） 

【一般・英語教

員リカレント・

コース】 

１３：００～１４：００ 

次頁の※を参照のこと。ただし、

【英語教員リカレント・コース】に

ついては、英語を課します。 

口述試験 

言語社会

専攻 

【社会人】 

【外国人留学生】 

１３：３０～ 

課題論文及び研究計画書等につい

て、口述試験を行います。 

【中国語教員リカ

レント・コース】 

１３：３０～ 

志望理由書及び中学校・高等学校

の中国語教育の課題と改善点等に

ついて、口述試験（中国語による口

述を含む。）を行います。 

【英語教員リカレ

ント・コース】 

１４：３０～ 

志望理由書及び中学校・高等学校

の英語教育の課題と改善点等につ

いて、口述試験（英語による口述を

含む。）を行います。 

【一般】 

１４：３０～ 

入学試験論文に関し、口述試験を

行います。 

日本語・

日本文化

専攻 

【社会人】 

【外国人留学生】 

１３：３０～ 
入学試験論文及び研究計画等につ

いて、口述試験を行います。 
【一般】 

１４：３０～ 
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② 冬季試験 令和２（2020）年２月８日（土） 

【一般・社会人・外国人留学生・英語教員リカレント・コース】 

試験科目 

（配 点） 
試 験 時 間 摘     要 

専門科目 

（２００点） 

【一般・社会人・

外国人留学生】 

１０：００～１２：００ 
各自の専攻分野に応じた地域及び

言語に関する問題を課します。 

言  語 

（１００点） 

【一般・英語教

員リカレント・

コース】 

１３：００～１４：００ 

下記の※を参照のこと。ただし、

【英語教員リカレント・コース】に

ついては、英語を課します。 

口述試験 

言語社会

専攻 

【社会人】 

【外国人留学生】 

１３：３０～ 

課題論文及び研究計画書等につい

て、口述試験を行います。 

【英語教員リカレ

ント・コース】 

１４：３０～ 

志望理由書及び中学校・高等学校

の英語教育の課題と改善点等につ

いて、口述試験（英語による口述を

含む。）を行います。 

【一般】 

１４：３０～ 

入学試験論文に関し、口述試験を

行います。 

日本語・

日本文化

専攻 

【社会人】 

【外国人留学生】 

１３：３０～ 
入学試験論文及び研究計画等につ

いて、口述試験を行います。 
【一般】 

１４：３０～ 

 

※ 受験する「言語」を、出願の際に届け出ること。 

中国語、朝鮮語、モンゴル語、インドネシア語、フィリピン語、タイ語、ベトナム語、ビルマ

語、ヒンディー語、ウルドゥー語、アラビア語、ペルシア語、トルコ語、スワヒリ語、ロシア

語、ハンガリー語、ドイツ語、デンマーク語、スウェーデン語、英語、フランス語、イタリア

語、スペイン語、ポルトガル語のうちから、「第一言語」（注）を除く、志願者選択の１言語の

問題を課す。ただし、外国人の志願者は、前記言語に代えて日本語を選択受験することができ

る。 

（注）「第一言語」とは、いわゆる「母語」のことで、志願者が最も自己を表現しやすい言語

をいう。 

 

(2) 試 験 場 

 大阪大学箕面キャンパス 

 大阪府箕面市粟生間谷東
お お さ か ふ み の お し あ お ま た に ひ が し

８丁目１番１号（巻末の所在地経路図を参照） 

 

 

 

 

 

 

 



- 16 - 

Ⅷ 合格者の発表 

 合格者の発表は、下記の日時に大阪大学箕面キャンパス「阪大外国語学部前」バス停前掲示

板で、受験番号の掲示により行うとともに、合格者には合格通知書を送付します。 

 なお、合否に関する電話による問い合わせには一切応じません。 

また、言語社会専攻／日本語・日本文化専攻のホームページでも合格者の受験番号を公開す

る予定です。 

夏季試験 冬季試験 

令和元（2019）年８月９日（金）

13:00 

令和２（2020）年２月14日（金）

13:00 

 

Ⅸ 入学手続 

 合格者は、令和２（2020）年２月下旬に送付する（冬季試験合格者には、合格通知に同封す

る）入学手続案内に従い、入学手続を完了してください。 

 なお、指定された入学手続期間中に入学手続を完了しない者については、入学を辞退したも

のとして取り扱います。 

※入学手続期間は、令和２（2020）年３月２日（月）～３月４日（水）の予定です。 

 

Ⅹ 入学料及び授業料（下記の金額は予定であり、今後変更することがあります。） 

 １ 入学料 282,000円 

２ 授業料 535,800円（前期分 267,900円・後期分 267,900円） 

 （注１）在学中に授業料の改定が行われた場合には、改定時から新授業料が適用されます。 

 （注２）入学料及び授業料の支払方法等については、入学手続案内にて通知します。 

 

Ⅺ 個人情報の取扱い 

 出願書類等に記載されている氏名、生年月日、住所、その他の個人情報は、入学者選抜、合

格者発表及び入学手続等の入試業務並びに入学後の修学指導業務等を行うために利用します。 

 また、合格者については合格発表日以降、入学後に履修可能な教育プログラムについての案

内をするために利用することがあります。 

 なお、取得した個人情報は、適切に管理し、利用目的以外には使用しません。 

 

Ⅻ その他 

１ 出願書類等の請求・照会等先は、末記の《問い合わせ先》とします。なお、郵送で請求を

行うときは、封筒の表に「言語文化研究科言語社会専攻／日本語・日本文化専攻博士前期課

程募集要項請求」と朱書きし、返信用封筒（角形２号封筒に250円分（※）の切手を貼付し、

本人の宛名を明記したもの）を同封の上請求してください。 

  ※【重要】2019年10月からの消費税率引上げ（予定）に伴い、郵便料金が改定される場合は、必ず

自身で改定後の規定料金を確認のうえ、必要分の切手を貼付してください。 

２ 出願書類の記入事項及び書類等に不備がある場合は、受理しません。 

３ 出願書類受理後は、書類の差し替えや記入事項の変更は認めません。また、出願書類及び

納付された検定料は返付しません。 

４ 出願書類等に虚偽の記載をした者は、入学決定後であっても入学の許可を取り消すことが

あります。 

５ 障がい等のある者で、受験及び修学に際して特別な配慮を必要とする者は、出願に先立ち、

夏季試験志願者にあっては令和元（2019）年５月 31 日（金）までに、冬季試験志願者にあっ

ては令和元（2019）年 10 月 18 日（金）までに、末記の《問い合わせ先》に問い合わせてく

ださい。 

６ 大阪大学箕面キャンパスは、令和３（2021）年４月に千里中央近くに整備される新キャン

パスに移転する予定です。なお、新キャンパスは北大阪急行線延伸計画により、令和５（2023）

年度中に新設される予定の「箕面船場阪大前駅」と直結する予定です。 
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ⅩⅢ 受験上の注意 

１ 試験場（大阪大学箕面キャンパス）及び最寄り駅からの経路については、巻末の所在地経

路図を参照してください。 

２ 試験室等については、試験当日、大阪大学箕面キャンパス研究・講義棟Ａ棟１階玄関ホー

ルに掲示します。 

３ 試験当日は、受験票及び筆記用具（黒鉛筆又は黒い芯のシャープペンシル、消しゴム）を

必ず持参してください。（受験票は、夏季試験にあっては令和元（2019）年7月12日（金）、

冬季試験にあっては令和２（2020）年１月７日（火）に出願者へ郵便で発送する予定です。）

なお、受験票を忘れた場合は、試験場本部に申し出てください。 

４ 時計については、計時機能だけのものに限り使用を認めます。 

５ 受験者は、試験開始時刻の20分前までに試験室に入室し、受験番号ごとに指定された受験

席に着席してください。 

６ 試験開始時刻に遅刻した場合は、試験開始時刻後20分以内の遅刻に限り、受験を認めます。 

７ 試験開始後は、原則として当該試験終了まで退室を認めません。なお、試験中の発病等や

むを得ない事情により一時退室を希望する場合は、挙手して試験監督者に申し出てください。 

８ 試験に関して不正な行為があると認めた時は、その者の試験を無効とし、以後の受験を禁

止します。 

９ 口述試験の開始 10 分前までには口述試験控室に待機しておいてください。 

10 口述試験の最終終了予定時刻は 18 時ですが、事情によってはそれより若干遅くなること

があります。 

11 試験当日は、学内食堂等は営業しておりませんので、昼食は各自で用意してください。 

 

 

【重要なお知らせ】 

 

言語文化研究科言語社会専攻／日本語・日本文化専攻博士前期課程【一般】  

試験科目「言語」の試験方法の変更について（予告） 

 

令和３（2021）年度入試（令和２（2020 年）夏季及び令和３（2021）年冬季に実施予定の入試）

より、大学院博士前期課程【一般】の試験科目「言語」において、以下のとおり英語外部検定試

験を導入する予定です。 

 

対象となる言語の

試験 

導入する外部検定試験の種類等 

（予定） 
摘 要 

言語社会専攻志願

者で受験する言語

の試験に英語を選

択する者 

IELTS(academic module) 

TOEFL-iBT、又は 

TOEFL-ITP のいずれか。 

 

※ 2018 年度（2018 年４月１日）以

降に受験したものに限る。 

・従来より実施してきた「英語」

の言語の試験は廃止します。（但

し、英文による小論文の試験を

課す予定です。） 

英語外部検定試験のスコアを本研究科が定める換算式に基づいて得点換算する予定です。 
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≪博士課程教育リーディングプログラムについて≫ 

大阪大学には、博士課程教育リーディングプログラムと呼ばれる大学院プログラムがあります。

このプログラムでは、研究科における従来の教育・研究活動に加えて、広く社会とのかかわりの

なかで展開するコースワークによって、俯瞰力と、社会に生きる独創性を身につけることにより、

国際的に、広く社会で活躍するリーダーとなる人材育成を目指しています。 

言語文化研究科博士前期課程の合格者は、下記の博士課程教育リーディングプログラムに応募

することができます。詳細は各プログラムのホームページを参照してください。 

 

プログラム名 等 対象となる研究科・専攻等 HP URL 等  

超域イノベーシ

ョン博士課程プ

ログラム 

Basic コース・

本履修生 

文学研究科（文化形態論専

攻、文化表現論専攻）、人間

科学研究科、法学研究科､経済

学研究科、理学研究科、医学

系研究科（医学専攻、保健学

専攻）、歯学研究科、薬学研

究科、工学研究科、基礎工学

研究科、言語文化研究科、国

際公共政策研究科、情報科学

研究科、生命機能研究科 

http://www.cbi.osaka-u.ac.jp 

 

本プログラムは 1 年半の Basic

コースとそれに続く 3 年間  (4

年制博士課程の場合は 2 年間 ) 

の Advanced コースから編成さ

れています。Basic コースの履

修は 1 年次の 10 月からになり

ます。本履修生は Advanced コ

ースの履修を前提として Basic

コースを履修します。準履修生

は、条件を満たせば、

Advanced コースに出願するこ

とができます。  

Basic コース・

準履修生 

文学研究科、人間科学研究

科、法学研究科､経済学研究

科、理学研究科、医学系研究

科、歯学研究科、薬学研究

科、工学研究科、基礎工学研

究科、言語文化研究科、国際

公共政策研究科、情報科学研

究科、生命機能研究科 

 

 

 

 

 

 

《問い合わせ先》 

大阪大学言語文化研究科・外国語学部箕面事務室学生支援係 

〒562-8558 大阪府箕面市粟生間谷東８丁目１番１号 

ＴＥＬ （０７２）７３０－５０６９（直通） 

URL  http://www1.lang.osaka-u.ac.jp/ 

 

 

 


